
第 3回定例会を開催第 3回定例会を開催
〜令和5年度決算を厳しくチェック〜〜令和5年度決算を厳しくチェック〜

第3回定例会では、補正予算や条例議案などを常任委員会で審査すると
ともに、令和5年度決算関係議案について、代表質疑や決算審査特別委員
会の分科会で審査した後、意見表明を行いました（2・3面）。
慎重審議の結果、44議案を議決しました（4面）。

9/　4［水］ 本会議（開会）

9/　9［月］ 本会議（議案質疑）

9/10［火］ 常任委員会 1面

9/12［木］・13［金］ 本会議（代表質疑） 2・3面

9/17［火］　　　  　 本会議（常任委員長報告、討論、採決 4面 ）、
決算審査特別委員会（委員選任等）

9/18［水］～24［火］
・ 26［木］ 決算審査特別委員会（分科会） 2・3面

9/25［水］～10/1［火］ 本会議（一般質問）

10/1［火］ 決算審査特別委員会（分科会報告･意見表明
2・3面 ･採決）

10/2［水］ 本会議（決算審査特別委員長報告･討論･採決 
4面 ）

令和6年第3回定例会　主な会議日程

※1　前澤友作アートのまちづくり基金　�実業家の前澤友作氏から千葉市文化基金に寄付があったため、当該寄付者の意向も踏ま
え、アートを活用した創造的な地域空間及び地域活動の創出を図ることを目的として、新
たに設置する基金

※2　債務負担行為　　　　　　　　　　�歳出予算に計上された経費の金額以外で地方公共団体が複数年にわたる支出義務を負う
ことをいい、設定する際は議会の議決が必要。

用語解説

主な内容 2・3面　代表質疑／決算審査特別委員会（分科会、意見表明）
4面　　議案の議決結果・会派別賛否状況／可決した主な議案／請願・陳情の結果／市議会リポート

各常任委員会では、決算関係以外の議案や、 
請願･陳情を詳細に審査しました。

質疑の一部をご紹介します。

常任委員会

委員会 所管事項

総務 危機管理、防災、総合計画、行政改革、財政
など

保健消防 保健医療、高齢者･障害者の福祉、救急、消防、
病院など

環境経済 市民協働、文化･スポーツ振興、環境保全、 
ごみ、経済振興、農業など

教育未来 子どもの福祉、子育て、教育、生涯学習など

都市建設 まちづくり、公園、住宅、道路、上下水道 
など

総務委員会 議案3件 保健消防委員会 議案6件
陳情1件

マイナ保険証（個人番号カードを健康保険
証として利用できるように登録したもの）

への移行に向けて、被保険者証が廃止されることか
ら、国民健康保険条例の一部改正を行うとのことだ
が、本市のマイナ保険証の登録状況や登録者数を増
やすための取り組みを伺う。

登録状況は、6月時点で57%である。登録者
数を増やす取り組みとして、各区役所にマ

イナポータル操作サポ
ート窓口を設置してい
るため、そこで医療機
関での利用方法を体験
いただき、希望する市
民に登録いただきた
い。

問

答

物価高騰対策として給食費の高騰分などの
支援を要望してきたが、対策はいつまで続

くのか、本市の考えを伺う。
対策の終期を明確に設定することは難し
く、さまざまな要因を総合的に勘案して判

断すべきと考えている。9月までとしていた学校
および保育施設などの給食費の支援は、物価高騰
の状況や実質賃金の減少が継続してきたことなど
を踏まえ、3月まで継
続することとした。引
き続き、社会情勢のほ
か、国、県の対応など、
情報収集に努めながら
本市として必要な対応
を検討していく。

問

答

マイナ保険証の登録者数を増やすための取り組みは物価高騰対策の今後の見通しは

教育未来委員会 議案3件
請願1件環境経済委員会 議案4件 都市建設委員会 議案6件

同基金は、現代アートを主とする美術にお
いて、本市におけるアートを活用した創造

的な地域空間及び地域活動の創出に必要な経費の
財源に充てる場合に限り活用できるとしている
が、具体的にどのようなことを考えているか伺う。

人々の集まる場所などでアートを感じられ
るような環境整備を考えている。また、こ

の環境整備を基に、人々がアート活動を行うとと
もに、アートを使って
他の政策と連携するこ
とで人々が創造的にな
り、地域の発展や地域
内外の交流も促進する
と考えている。

前澤友作アートのまちづくり基金※１の活用の考え方は

問

答

債務負担行為※2を設定し、来年4月から実
施する体験学習の児童生徒送迎用バスの発

注を今年度中に行うとのことだが、今年度中に発
注しなければならない理由を伺う。

他自治体で、翌週に修学旅行を控えた中学
校が、運転手不足のため予約したバスの運

行を断られるという事例があった。全国的な運転
手不足に起因する深刻なバス不足に対応し、来年
4月から実施する体
験学習の児童生徒送
迎用バスを確保する
ため、今年度中に早
期発注する必要があ
る。

体験学習バス借り上げの発注を早期に行う理由は

問

答

千葉公園の再整備において、公園から中央
図書館、生涯学習センターまでのアプロー

チ整備のため、公園用地を拡張するとのことだが、
整備の目的と整備後の評価方法を伺う。

中央図書館、生涯学習センターと公園の�
おのおのが持つ機能の相乗効果により、新

しいにぎわいの創出、地域の魅力や市民サービス
の向上につなげたい。評価指標として、拡張区域
の利用者数や中央図書館などと連携したイベント

千葉公園における公園用地拡張の目的と評価方法は

問

答

数、利用者の満足度が考
えられるが、令和9年度
以降の設計の中で、検証
できる指標を検討してい
く。

○○小学校御一行様

マイナポータル操作サポート
窓口で登録を促進

常任委員会
（録画放映）
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昨年度の収支は、健全な病院経営を確立す
るために策定された市立病院改革プランの

収支目標を下回っているが、原因と取り組みは。
光熱費の高騰や病床稼働率が目標に達しな
かったことなどから、経常赤字となった。厳

しい経営環境が続くが、開業医への訪問や広報によ
る認知度向上により、患者の増加を図り、プランの
目標である経常黒字を目指していきたい。

― 代 表 質 疑 か ら ―

企業誘致における本市の近年の
実績は

財源の確保にあたり、企業誘致は重要な施策
だが、本市の近年の実績は。
企業立地の促進は、都市と市民生活の持続性
の確保や、本市ならではの福祉、教育施策な

どの充実に必要な財源確保につながる重要な事業と
捉えている。法人市民税相当額などを補助金として
交付する企業立地補助制度の事業計画認定件数は、
令和3年度から昨年度までに33件、40件、41件と
推移している。この3年間で補助対象のすべての企
業から、14億円を超える税収と1,900人を超える雇
用が新たに発生しており、大きな成果があったもの
と考えている。

問

答

JR東日本と密に連携を行うための
取り組みは

昨年12月に発表された京葉線のダイヤ改正
は、沿線自治体や経済団体、本市議会などの

要望活動により見直され、9月に再改正された。鉄
道は市民生活や経済活動、今後のまちづくりに与え
る影響が大きいことから、JR東日本と密に連携を図
る必要があるが、その取り組みは。

関係者で連携を図る必要があるため、すでに
本市とJR東日本、千葉商工会議所の三者で協

議し、まちづくりの観点とあわせて、ダイヤ改正に
ついても、意見交換のテーマとすることについて、了
解を得ている。引き続き、三者による協議の場を通
じて、定期的・継続的に意見交換を行いたい。

答

問

2日間にわたり、令和5年度決算関係議案について各会派を代表して4人の議員が
質疑を行いました。その一部をご紹介します（詳しくは市議会ホームページの 

「議会中継（録画放映）」でご覧いただけます）。

会派等 ●議員定数50人（令和6年10月25日現在）

財源を有効に使うため、大型開発を見直して市民生活・福祉優先
に転換するべきです。また、国民健康保険料値上げなど、福祉カ
ットの決算であり、市民の実情を把握していない態度は改めるべ
きであり、認定できません。住民福祉の増進に向け、物価高騰な
どで厳しい生活を強いられている市民に向き合う市政運営を行う
ことと、大型開発を見直して、市民生活を守るための施策を求め
ます。

日本共産党千葉市議会議員団不認定

市民に向き合う市政運営と市民生活を守るための施策を市民に向き合う市政運営と市民生活を守るための施策を
一般会計決算の実質収支が28億5,100万円の黒字になったほ
か、全会計市債残高は151億円の減となるなど、中期財政運営方
針を踏まえた財政運営が確認できました。また、物価高騰への対
応や危機管理など、各種施策の着実な推進を評価します。今後も
健全性を維持した財政運営に取り組むとともに、新年度の予算編
成に当たっては、市民要望や我が会派の指摘へ的確な対応を求め
ます。

自由民主党千葉市議会議員団認定

健全性を維持した財政運営に向けた取り組みの継続を健全性を維持した財政運営に向けた取り組みの継続を
一般会計では、市税収入が過去最大となった上、効率的な予算
執行に努め、28億5,067万円の実質収支を確保し、財政健全化に
向け進展が見られます。各種施策は、価格高騰支援や子育て世帯
生活支援に係る給付金への対応、福祉まるごとサポートセンター
開設、公立夜間中学「真砂中学校かがやき分校」開校など、会派
の要望に沿うものであり、評価します。今後も財政健全化に向け、
一層の努力を求めます。

公明党千葉市議会議員団認定

今後も財政健全化に向けた一層の努力を
一般会計決算では、多くの財政需要が見込まれる中、約29億円
の黒字が確保されました。また、各施策では、河川改修などの防
災対策の実施や福祉まるごとサポートセンターの開設、子ども医
療費助成制度の拡充など、我が会派が求める数々の施策が着実に
図られたことを評価します。市民の安全を第一とし、将来にわた
り持続可能な本市の未来をつくるため、引き続き最大限の努力を
求めます。

立憲民主・無所属千葉市議会議員団認定

持続可能な本市の未来をつくるため、引き続き最大限の努力を
予算の使い方について会派の見解を表明

意見表明

決算審査特別委員会の採決の前に、会派を代
表して4人の議員がそれぞれ令和5年度決算関
係議案に認定・不認定の立場から意見表明を行
いました。その概要をご紹介します。

用語解説 ※4　グリーンスローモビリティ　�時速20キロメートル未満で公道を走ることができる4人乗り以上の電動車とそれを活用した移
動サービスの総称。環境への負荷が少なく、狭い路地も通行が可能で、開放的な構造から運転
手と乗客や歩道を歩く人とも交流が生まれるなど、多面的な効果が期待できる。

用語解説 ※1　防災アセスメント調査　　　　　　　�長期的な視点に立った本市の防災対策の基礎資料とするため、風水害と地震災害にお
いて想定される建物被害・人的被害や生活への影響を調査するもの。

※2　認知症カフェ　　　　　　　　　　　�認知症の方やその家族、地域住民、専門職などが身近な場所で気軽に集まり、ひとと
きを過ごせる場所

※3　若年性認知症支援コーディネーター　�若年性認知症の方やその家族、若年性認知症の方を雇用している企業などからの相談
を受け、医療・保健・介護・ハローワークなどの関係機関と連携し、就労などの支援を行
う調整役

決算審査特別委員会 令和5年度決算関係議案を審査するため、全議員で構成する決算審査特別委員会を設置しました。
分科会審査、意見表明を行い、採決の結果、各会計決算を原案どおり認定し、指摘要望事項を市長に提出しました。

委 員 長　森山　和博
副委員長　三井　美和香

専門的な見地からの詳細な質疑応答
内容が多岐にわたる決算関係議案をより詳し

く審査するため、分野別に5つの分科会に分か
れ質疑を行いました。その一部をご紹介します。

なお、各分科会の所管事項は1面の常任委員
会と同じです。

分科会

指摘要望事項

総 務 分 科 会 保 健 消 防 分 科 会

スタジアム再整備の基本構想を策定中だが、
検討状況や完成予定時期について伺う。
スタジアムが幕張新都心のまちづくりの中
核を担う交流拠点となるよう、先進事例調査

や関係者との意見交換などを行いつつ、改修か建替
えかの方向性に加え、機能や規模、資金調達、管理運
営体制などを検討している。基礎調査の結果では、
完成までおおむね10年かかると見込んでいる。

答

問

環 境 経 済 分 科 会

町内自治会活動の担い手不足解消や事務負
担軽減のため、昨年度からデジタル化推進

の取り組みを行っているが、その実績を伺う。
ICT活用方法や先進事例などの情報提供を
行う研修会には、89団体109人が参加した。

また、専門講師による出前講座では、LINE、Zoom
講座や受講した講座の不明点を質問できるフォロ
ーアップ講座があり、9団体延べ122人が参加した。

答

問

教 育 未 来 分 科 会

夏休み限定の子どもルームが一部の学校で開
設されているが、その目的と今後の予定を伺う。
夏休みに一時的に増える利用ニーズに対応
している。これにより、夏休みの利用を見越

して4月から入所する必要がなくなり、待機児童
解消にもつながる。待機児童が見込まれた小学校
を中心に、昨年度は5校、今年度は7校で開設した。
今後も申込状況などを踏まえ、開設を検討する。

答

問

都 市 建 設 分 科 会

公共交通へのアクセスが困難な地域等に導
入調査を進めているが、その成果と今後は。
導入調査を行った若葉区桜木地域では、ア
ンケートで約9割が満足だと回答し、地域の

身近な移動手段やコミュニケーションツールとし
て成果があったことから、5月に本格運行へ移行し
た。引き続き調査地域を公募し、移動の課題解決に
向けたヒアリングや調査準備を行いたい。

答

問
千葉マリンスタジアム再整備の検討状況は 市立病院の経営改善に向けた今後の取り組みは 町内自治会デジタル化推進のための取組実績は 夏休み限定の子どもルームの開設目的と今後は グリーンスローモビリティ※4の導入調査の成果と今後の方向性は

代表質疑（録画放映）自由民主党千葉市議会議員団 米持　克彦

障害者就労施設からの物品などの
優先調達の取り組みは

障害者就労施設からの物品などの調達は、障
害者の採用に係る法定雇用率と並び、障害者

福祉に関する重要な課題だが、現状と今後を伺う。
今年度は、120件、1,800万円以上を目標に
掲げ、市としての責務を改めて庁内周知した

ほか、障害者施設などと市のニーズをマッチングす
る担当者を配置し、調達可能な物品や作業の掘り起
こしなどを実施している。今後も、さらなる拡充に
向け、全庁を挙げて積極的に取り組んでいく。

問

答

近年のコロナ禍を経て変化した
避難形態についての本市の考え方は

防災アセスメント調査※1を行うにあたり、近
年の避難形態の変化をどう考えるか。
本市では、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大を契機に、在宅避難や車中泊避難など多

様な形態による分散避難を推進している。平成28年
度実施の地震被害想定調査では、指定避難所への集
中避難を前提としていたが、今回の調査では、今年
の能登半島地震など、近年の災害時の避難形態を参
考に、分散避難を前提として避難者数の予測を行う。

答

問

代表質疑（録画放映）公明党千葉市議会議員団 酒井　伸二

乗客の多いバス停などにベンチの
設置を

市単独による中学校の学校給食費の
無償化を

国の動向を注視するとし、市単独での実施を
拒んでいるが、必要な財源は13億円であり、

昨年度決算の一般財源の0.4％である。改めて実施を
求めるが見解は。

子育て世帯への経済的支援かつ子どもに確実
に届く支援のため効果的な一方、今後、学校

体育館への冷暖房設備の整備が予定され、限られた
財源の中で優先度を見極める必要があり、現時点で
市単独による対象拡充は困難と考えている。

千葉市歩行空間のベンチ設置計画では、駅前
広場以外のバス停のベンチは、バス事業者な

どが設置することとなっている。しかし、事業者に
とって設置経費の負担は困難で、設置が足りていな
いと感じる。市の予算で乗客の多いバス停から順に
ベンチを設置するべきでは。

高齢者などの移動支援のため、バス停への設
置に向け、設置の条件などを検討している。検

討結果を踏まえ、本計画を改定する予定である。

問問

代表質疑（録画放映）日本共産党千葉市議会議員団 野本　信正

答

答

第2子以降の保育料無償化の実施
について本市の考え方は

共働き世帯に対する保育料の経済的負担軽
減は、少子化対策の一助にもなると考える

が、第2子以降の保育料無償化の考え方を伺う。
居住地や所得の違いなどで負担する保育料に
格差が生じることは、大きな課題と認識して

いる。本来、国の責任で一律の基準を設けるべきと
考えており、これまでも国に要望している。本市独
自で無償化を実施する場合、相応の財源を必要とす
るため、他の事業への影響を勘案しつつ、財源確保
の方策も含めて、今後検討を進めていく。

問

答

認知症当事者との共生社会実現に
向けた本市の取り組みとその効果は

認知症の方との交流による地域の理解促進や
活躍の場の創出に係る取り組みと効果は。
認知症の方などが気軽に地域住民などと交流
できる認知症カフェ※2の設置を促進するほ

か、若年性認知症支援コーディネーター※3を配置し、
関係機関と連携して就労を支援するなど、社会参加
支援を行っている。このような取り組みにより、地
域での理解や支え合う仕組みが徐々に広がるととも
に、認知症があっても希望をもって生活を続けるこ
とにつながると考えている。

問

代表質疑（録画放映）立憲民主・無所属千葉市議会議員団　 田畑　直子

答

認知症カフェで地域住民と交流

◆自由民主党千葉市議会議員団17人 ◆立憲民主・無所属千葉市議会議員団11人 ◆公明党千葉市議会議員団8人
◆日本共産党千葉市議会議員団7人 ◆日本維新の会ちば3人 ◆無所属4人

問

答

【3】ちば市議会だより 令和6年（2024年）12月1日【2】 ちば市議会だより令和6年（2024年）12月1日



※会議日程は変更される場合があります。

問い合わせ
議会事務局調査課 ☎︎043（245）5472

委員長：宇留間　又衛門　副委員長：小坂　さとみ
委員：須藤　博文／渡邊　惟大／青山　雅紀／椛澤　洋平／亀井　琢磨

千 葉 市 議 会
広 報 委 員 会

請願・陳情の結果
●学費負担軽減を求める請願　
●排泄予測支援機器「DFree」の日常生活用具認定のための陳情

不採択

●令和6年第4回定例会は
11月26日から12月13日まで
開催する予定です

主な会議日程
12/  4［水］・  5［木］ 本会議（代表質問）
12/  6［金］〜12［木］ 本会議（一般質問）
12/13［金］ 本会議（委員長報告、討論、採決）

市政に関するさまざまな質問を行う一般質問を、今回は26人の議
員が行いました。その様子は市議会ホームページの議会中継（録画 
放映）でご覧いただけます。

このほか、ホームページには代表質疑の様子や指摘要望事項
の全文も掲載しています。関連ページ（議会中継等）へのリン
ク集から、ぜひご覧ください。

一般質問の内容はホームページをご覧ください

千葉市議会　令和6年第3回定例会リンク集　
令和6年第3回

定例会リンク集

（※1）審議の公正を期すため、利害関係のある議案の審議には参加できないようにすること。
（※2）令和6年9月17日議決後、日本維新の会・無所属の会から会派名および構成員変更

議案の議決結果・会派別賛否状況
○：賛成　×：反対　−：除斥（※1）・棄権混合 議決結果

会派名
自
由
民
主
党

立
憲
民
主・無
所
属

公

明

党

日
本
共
産
党

日
本
維
新
の
会
ち
ば
（
※
２
）

無所属
黒
澤
議
員

蛭
田
議
員

大
平
議
員

櫻
井（
崇
）議
員議案名　（令和6年9月17日議決）

市長
提出
議案

令和6年度
補正予算

一般会計補正予算（第3号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
介護保険事業特別会計補正予算（第1号）／学校給食事業特別会計補正予算（第1号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条例

【条例の制定】
前澤友作アートのまちづくり基金条例

【条例の一部改正】
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例／児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等／都市公園条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険条例の一部改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

その他

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部改正に関する協議 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
財産の取得（消防救急デジタル無線機）／工事請負契約（療育センター大規模改修工事）／工事
請負契約（療育センター大規模改修電気設備工事）／工事請負契約（療育センター大規模改修空
調設備工事）／損害賠償額の決定及び和解／議決事件の一部変更（新清掃工場建設工事に係る工
事請負契約） ／議決事件の一部変更（下田最終処分場浸出水処理施設建設工事に係る工事請負契
約）／市道路線の認定及び廃止

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命（2件）／人権擁護委員の推薦 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員
提出
議案

条例 公契約条例制定検討委員会設置条例の制定 原案否決 × × × 〇 × 〇 ×

意見書・
決議

自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書／県企業局が管理する水道
管の更新等を求める意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

櫻井崇議員に対する辞職勧告決議／大平真弘議員に対する辞職勧告決議 原案可決 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇
議案名　（令和6年10月2日議決）

市長
提出
議案

令和5年度
決算等

下水道事業会計未処分利益剰余金の処分 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
一般会計歳入歳出決算／国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算／後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算／競輪事業特別会計歳入歳出決算／公債管理特別会計歳入歳出決算／水道事業会計
決算

原案認定 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険事業特別会計歳入歳出決算／母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計歳入歳出決算／霊
園事業特別会計歳入歳出決算／農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算／地方卸売市場事業特別
会計歳入歳出決算／都市計画土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算／市街地再開発事業特別会
計歳入歳出決算／動物公園事業特別会計歳入歳出決算／公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算
／学校給食事業特別会計歳入歳出決算／病院事業会計決算／下水道事業会計決算

原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議場での発言を傍聴席の議場での発言を傍聴席の
モニターに字幕で表示しますモニターに字幕で表示します

聴覚障害のある方やご高齢の方の聞こえを支援するた
め、AIを活用した字幕表示システムを導入しました。 
これにより、モニター（傍聴席の左右前方2か所）に、 
議場での発言を文字変換した字幕が表示されます。傍聴
の際はぜひご活用ください。 字幕イメージ

可決した主な議案

補正予算の主なものは、次のとおりです。
　● 定額減税しきれないと見込まれる方に支給する調整給付金について、1人あ

たりの支給単価が見込みを上回ったことに伴う経費を追加 6億4,935万円

補正予算：一般会計、特別会計に31億1,700万円を追加
本年8月28日受理の請願第5号「市議会議員への討論原稿案の提供

問題に関する請願」は、請願者の意思・願意を確認せずに、本文を大平
議員が作成し、本来請願者が自署すべき請願者氏名を、何ら権限を得
ていない櫻井議員が署名して提出したものでした。

請願制度は間接民主制を補完するものであり、行政に対する住民か
らの意見表明の機会を保障し、住民に直結した地方政治を実現する上
で、その意義は大きいものです。

こうした両議員の行為は、地方自治における請願制度に対して社会
の信頼を失墜させ、地方自治の運営を揺るがしかねない悪質極まりな
いものです。また、市民の負託を受けた議員及び議会の信頼と品位を
著しく傷つけるものであり、両議員の政治的･道義的責任は免れず、断
じて許されるものではありません。

このことから、本市議会は両議員に対し、速やかに議員を辞職する
よう勧告し、決議しました。
※上記の経緯から、請願第5号は無効となりました。

老朽化に伴う改修のため、令和7年度の1年間、亥鼻公園の集会所を休止する。
千葉市都市公園条例の一部改正

◆�XやFacebookで市議会の情報をお届けします
　 　本会議・委員会の開催状況などのさまざまな情

報をお届けしています。ぜひご利用ください。 X Facebook

11/26［火］ 本会議（開会）
11/29［金］ 本会議（議案質疑）
12/  2［月］・3［火］ 常任委員会

櫻井崇議員・大平真弘議員に対する
� 辞職勧告決議
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